
昨年のフィールドチャレンジャー

　
自
然
や
文
化
を
身
体
で
感
じ
て
チ

ャ
レ
ン
ジ
す
る
楽
し
い
活
動
で
す
。

今
年
は
全
４
回
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
第
１
回
は
、
わ
さ
び
農
場
で
収
穫

を
体
験
し
、
わ
さ
び
漬
け
づ
く
り
に

挑
戦
し
ま
す
。
午
後
は
、
わ
き
水
の

あ
る
自
然
の
中
で
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
を
楽
し
み
ま
す
。

■
活
動
内
容
　

　
第
１
回
「
安
曇
野
名
産
！
わ
さ
び

　
収
穫
と
わ
さ
び
漬
け
体
験
」

■
日
時
　
８
月
１２
日（
日
）

　
　
　
　
午
前
９
時
〜
午
後
３
時

■
主
な
場
所
　
安
曇
野
の
里
（
豊
科

　
南
穂
高
）

■
対
象
　
小
学
校
４
〜
６
年
生

■
定
員
　
２５
人

■
申
し
込
み
方
法
　
７
月
２５
日（
水
）

　
か
ら
８
月
３
日（
金
）ま
で
の
間
に
、

　
穂
高
会
館
内
穂
高
教
育
課
ま
で
お

　
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。詳

　
細
は
、
申
込
者
に
別
途
通
知
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　

　
穂
高
教
育
課
生
涯
学
習
係

　
　
　
　
　
　
（
℡
８２
・
５
９
７
０
）

�
常
念
山
脈
に
属
す
燕
岳
は
、
中
学

生
の
学
校
登
山
な
ど
、
多
く
の
人
に

愛
さ
れ
、
親
し
ま
れ
て
い
る
登
山
コ

ー
ス
で
す
。
下
山
後
は
有
明
荘
で
休

憩
し
、
入
浴
と
昼
食
を
と
り
ま
す
。

■
事
前
講
習
会

　
１
回
目
　
８
月
８
日（
水
）

　
２
回
目
　
８
月
２２
日（
水
）

　〔
時
間
〕
午
後
７
時
〜

　〔
場
所
〕
穂
高
総
合
体
育
館
会
議
室

■
登
山
日

　
９
月
２
日（
日
）〜
３
日（
月
）

■
場
所
　
中
房
か
ら
燕
岳

　
　
　
　（
燕
山
荘
宿
泊
）往
復

■
講
師
・
引
率
　
長
野
県
山
岳
協
会
指

　
導
員
・
市
体
育
指
導
委
員

■
対
象
　
一
般（
お
お
む
ね
６５
歳
ま

　
で
で
体
力
に
自
信
が
あ
る
人
、
事

　
前
講
習
会
を
受
講
し
た
人
）

■
定
員
　
２０
人
（
参
加
希
望
者
多
数

　
の
場
合
は
抽
選
）

■
費
用
　
参
加
者
実
費
負
担
１
万

　
５
、０
０
０
円（
保
険
・
講
座
参
加

　
料
・
宿
泊
・
昼
食
代
な
ど
）。
事

　
前
講
習
会
終
了
時
に
納
入
し
て
い

　
た
だ
き
ま
す
。

■
申
し
込
み
方
法
　
７
月
２５
日（
水
）

　
か
ら
７
月
３１
日（
火
）ま
で
に
穂
高

　
会
館
内
教
育
課
窓
口
に
印
鑑
を
持

　
参
し
て
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
　
穂
高
会
館
内
穂
高

　
教
育
課
社
会
体
育
係

　
　
　
　
　
　
（
℡
８２
・
５
９
７
０
）

　
地
域
住
民
の
健
康
・
体
力
向
上
と

市
民
相
互
の
親
睦
・
交
流
を
目
的
に

ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
開
催
日
　
８
月
２９
日（
水
）

■
場
所
　
豊
科
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部

■
参
加
資
格
　
市
内
在
住
者
・
勤
務
 

 

　
者
な
ら
び
に
出
身
者

■
参
加
費
　
３
、０
０
０
円（
別
途
プ

　
レ
ー
代
）

■
申
し
込
み
方
法
　
８
月
６
日（
月
）

　
ま
で
に
左
記
ま
で
電
話
で
お
申
し

　
込
み
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
　
明
科
地
域
体
育
協

　
会
ゴ
ル
フ
大
会
実
行
委
員
会

　
　（
明
科
公
民
館
℡
６２
・
４
６
０
５
）

　
江
戸
時
代
か
ら
明
治
初
期
に
安
曇

野
を
描
い
た
貴
重
な
絵
地
図
を
展
示

し
ま
す
。
文
字
資
料
か
ら
は
読
み
取

れ
な
い
、
当
時
の
人
々
の
生
活
や
世

界
観
も
、
色
鮮
や
か
な
絵
地
図
か
ら

は
簡
単
に
想
像
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
時
間
と
空
間
を
超
え
た
安
曇
野

の
旅
に
出
掛
け
ま
せ
ん
か
。

■
会
期

　
８
月
１
日（
水
）〜
３１
日（
金
）

■
場
所
　
豊
科
郷
土
博
物
館
展
示
室

■
入
館
料

　
大
人
　
　
　
３
０
０（
２
４
０
）円

　
小
・
中
学
生
１
５
０（
１
２
０
）円

　（
　
）内
は
２０
人
以
上
の
団
体
料
�

特
別
展
に
ち
な
ん
だ
講
座

　「
地
図
と
私
た
ち
」

　
　

　
国
土
地
理
院
の
技
術
専
門
員
を
招

き
、
測
量
や
地
図
が
私
た
ち
の
生
活

に
ど
の
よ
う
に
か
か
わ
っ
て
い
る
か
、

ま
た
戦
時
中
の
安
曇
野
と
国
土
地
理

院
の
意
外
な
関
係
な
ど
を
紹
介
し
ま

す
。

■
日
時
　
８
月
１
日（
水
）

　
　
　
　
午
前
１０
時
３０
分
〜
１１
時
３０
分

■
場
所
　
豊
科
郷
土
博
物
館
学
習
室

■
講
師
　
柴
原
充
さ
ん

　（
国
土
地
理
院
　
関
東
地
方
測
量
部

　
測
量
課
　
技
術
専
門
員
）

■
受
講
料
　
無
料

※
博
物
館
観
覧
の
際
に
は
入
館
料（
団

　
体
料
金
）が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
特
別
講
演
　

　「
信
越
文
化
の
交
流
‐
塩
の
道

 
千
国
街
道
を
仲
立
ち
と
し
て
」

　
「
塩
の
道
」
と
し
て
知
ら
れ
る
千

国
街
道
は
物
流
の
道
と
し
て
だ
け
で

な
く
、
信
越
の
文
化
や
思
想
を
も
運

ぶ
役
目
を
担
っ
て
い
ま
し
た
。
絵
地

図
に
描
か
れ
た
古
道
が
ど
の
よ
う
な

変
遷
を
遂
げ
た
の
か
、
民
俗
研
究
家

の
田
中
欣
一
さ
ん
を
招
き
、
分
か
り

や
す
く
お
話
し
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
日
時
　
8
月
５
日（
日
）

　
　
　
　
午
前
１０
時
〜
正
午

■
場
所
 
豊
科
公
民
館
２
階
大
会
議
室

■
講
師
　
田
中
欣
一
さ
ん

　
　
　
　（
民
俗
研
究
家
）

■
受
講
料
　
無
料
　

※
博
物
館
観
覧
の
際
に
は
入
館
料（
団

　
体
料
金
）が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
「
こ
け
だ
ま
」
と
は
、
日
本
で
古

く
か
ら
親
し
ま
れ
て
き
た
盆
栽
や
生

花
を
現
代
風
に
ア
レ
ン
ジ
し
た
も
の

で
す
。
親
子
で
可
愛
ら
し
い
こ
け
だ

ま
の
作
り
方
を
学
び
な
が
ら
、
日
本

の
伝
統
文
化
に
親
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

■
日
時
　
８
月
３
日（
金
）

　
午
前
１０
時
〜
午
前
１１
時
３０
分

■
場
所
　
豊
科
郷
土
博
物
館
学
習
室

■
講
師
　
山
草
・
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン

　
ジ
メ
ン
ト
店「
カ
レ
ン
」ス
タ
ッ
フ

■
受
講
料
　
１
、０
０
０
円

　（
製
作
費
・
入
館
料
込
）

■
定
員
　
３０
人

■
持
ち
物
　
ビ
ニ
ー
ル
袋（
こ
け
だ

　
ま
を
持
ち
帰
る
た
め
の
も
の
）

■
申
し
込
み
方
法
　
７
月
２４
日（
火
）

　
か
ら
申
し
込
み
受
付
開
始
。
お
電

　
話
な
ど
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　

　
豊
科
郷
土
博
物
館

　
　
　
　
　
　
（
℡
７２
・
５
６
７
２
）

北安曇教育会所蔵
「松本藩領村々絵図」（部分）
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第
2
回
　
安
曇
野
明
科

親
睦
ゴ
ル
フ
大
会

穂
高
公
民
館
・
ふ
る
さ
と
体
験
学
習

フ
ィ
ー
ル
ド
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー

第
１
回
隊
員
募
集

社
会
体
育
講
座
・
登
山
教
室

安
曇
野
か
ら
見
え
る

嶺
に
登
ろ
う
〜
燕
岳
〜

豊
科
郷
土
博
物
館

特
別
展
「
絵
地
図
で
旅
す
る
安
曇
野
」

豊
科
博
物
館
講
座

親
子
で
作
る

こ
け
だ
ま
講
習
会


